
東京都 知事記者会見 

平成29（2017）年3月10日（金） 

下水道事業における地球温暖化防止計画 

「アースプラン２０１７」策定 

都庁で最大の温室効果ガスを排出 

・汚水や雨水の揚水 

・よごれを分解する微生物への 

 空気の供給 

・汚泥の焼却 

 ⇒電気・燃料を大量に消費 

 

都庁の事務事業活動に 

おける温室効果ガス排出割合 

（２０１４年度） 

下水道局 
以外の部局 

下水道局
３５％ 
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温室効果ガス排出量が増加する理由 

○浸水対策の強化：揚水する雨水量が増加 

○高度処理の導入：より下水をきれいに処理 

 

 電力使用量等の増加 

  

 温室効果ガス排出量増加 

 

2030年度 
(予測) 

今後の排出量予測 

106.5 
79.8 81.7 84.1 

2000年度 
(基準年度) 

2016年度 
(見込) 

2020年度 
(予測) 

万t-ＣＯ２ 
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「アースプラン２０１７」の概要 

○計画期間：２０１７～２０３０年度 

○削減目標：２０３０年度までに３０％以上 

     （基準年度：２０００年度比） 

○主な取組：新たな高度処理技術、焼却廃熱  

      を活用した発電、太陽光発電 

      照明ＬＥＤ化等 
 

2030年度 
(予測) 

106.5 
79.8 79.8 74.5 

2000年度 
(基準年度) 

2016年度 
(見込) 

2020年度 
(予測) 

万t-ＣＯ２ 32.0万t-ＣＯ２

削減 


